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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 11月 17日 (2004.11.17)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 遊 技 機 か ら 排 出 さ れ る 排 出 玉 を 受 け 入 れ て 、 回 収 樋 に 向 け て 該 排 出 玉 を 返 却 す る 玉 タ ン
ク 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 排 出 玉 を 受 け 入 れ る タ ン ク 部

こ と を 特 徴 と す る 玉 タ ン ク 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 に 記 載 し た 玉 タ ン ク 装 置 で あ っ て 、
　

こ と を 特 徴 と す る 玉 タ ン ク 装 置
。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 に 記 載 し た 玉 タ ン ク 装 置 で あ っ て 、
　 こ と を 特 徴 と す る 玉 タ ン ク 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 に 記 載 し た 玉 タ ン ク 装 置 で あ っ て 、
　

と 、
　 内 部 支 持 脚 と 、 該 内 部 支 持 脚 に 外 嵌 さ れ る 外 部 支 持 脚 と か ら な り 、 前 記 タ ン ク 部 を 支 持
す る 支 持 脚 と 、
　 前 記 支 持 脚 を 支 持 す る 支 持 土 台 と 、 を 備 え 、
　 前 記 外 部 支 持 脚 に 対 し て 前 記 内 部 支 持 脚 を 移 動 す る こ と に よ り 、 上 下 方 向 に 前 記 タ ン ク
部 の 位 置 調 節 が 行 わ れ 、
　 前 記 支 持 土 台 に 対 し て 前 記 支 持 脚 を 移 動 す る こ と に よ り 、 左 右 方 向 に 前 記 タ ン ク 部 の 位
置 調 節 が 行 わ れ 、
　 前 記 支 持 脚 の 左 右 方 向 幅 が 前 記 タ ン ク 部 の 左 右 方 向 幅 よ り も 狭 く 、 か つ 該 支 持 脚 の 前 後
方 向 幅 が 前 記 タ ン ク 部 の 前 後 方 向 幅 よ り も 狭 く 構 成 さ れ 、
　 前 記 タ ン ク 部 の 下 面 の 前 後 方 向 に 所 定 の 範 囲 に 亘 っ て 形 成 さ れ た 前 後 案 内 溝 を 含 む 前 後
被 係 合 部 が 設 け ら れ 、 前 記 支 持 脚 の 上 部 に 前 記 前 後 案 内 溝 に 係 合 す る 前 後 案 内 爪 を 含 む 前
後 係 合 部 が 設 け ら れ 、 前 記 前 後 被 係 合 部 に 前 記 前 後 係 合 部 が 係 合 し 、 該 前 後 被 係 合 部 に 対
し て 該 前 後 係 合 部 の 係 合 位 置 を 変 更 す る こ と に よ り 、 前 後 方 向 に 前 記 タ ン ク 部 の 位 置 調 節
が 行 わ れ る

１
前 記 前 後 被 係 合 部 は 、 前 記 前 後 方 向 に 亘 っ て 延 設 さ れ た 鋸 歯 状 の ラ ッ ク を 含 み 、

　 前 記 前 後 係 合 部 は 、 前 記 ラ ッ ク に 係 合 す る 係 合 爪 を 含 む

２
前 記 ラ ッ ク の 歯 は 、 等 辺 山 形 状 に 形 成 さ れ て な る

１ ～ ３ の い ず れ か １ つ
前 記 外 部 支 持 脚 の 側 部 に 前 記 上 下 方 向 に 亘 っ て 上 下 被 係 合 部 が 設 け ら れ 、 前 記 内 部 支 持



こ と
を 特 徴 と す る 玉 タ ン ク 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 に 記 載 し た 玉 タ ン ク 装 置 で あ っ て 、
　

こ と を 特 徴 と
す る 玉 タ ン ク 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 に 記 載 し た 玉 タ ン ク 装 置 で あ っ て 、
　

こ と を 特 徴 と す る
玉 タ ン ク 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 に 記 載 し た 玉 タ ン ク 装 置 で あ っ て 、
　

こ と
を 特 徴 と す る 玉 タ ン ク 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 に 記 載 し た 玉 タ ン ク 装 置 で あ っ て 、
　

こ と を 特 徴 と す る 玉 タ
ン ク 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 に 記 載 し た 玉 タ ン ク 装 置 で あ っ て 、
　

こ と を 特 徴 と す る 玉 タ ン ク
装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 １ ～ の い ず れ か １ つ に 記 載 し た 玉 タ ン ク 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 タ ン ク 部 に 連 通 す る よ う に 設 け ら れ 、 該 タ ン ク 部 に 受 け 入 れ ら れ た 前 記 排 出 玉 を 該
排 出 玉 の 数 を 計 数 す る 玉 計 数 機 に 向 け て 返 却 す る 返 却 路 と 、
　 前 記 返 却 路 の 内 部 に 出 退 す る よ う に 設 け ら れ 、 前 記 タ ン ク 部 か ら 返 却 さ れ る 前 記 排 出 玉
を 一 列 に 整 列 す る 整 列 手 段 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 玉 タ ン ク 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま ず 、 請 求 項 １ に 係 る 発 明 は 、 遊 技 機 か ら 排 出 さ れ る 排 出 玉 を 受 け 入 れ て 、 回 収 樋 に 向
け て 該 排 出 玉 を 返 却 す る 玉 タ ン ク 装 置 で あ っ て 、 前 記 排 出 玉 を 受 け 入 れ る タ ン ク 部
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脚 の 側 部 に 上 下 係 合 部 が 設 け ら れ 、
　 前 記 上 下 被 係 合 部 に 前 記 上 下 係 合 部 が 係 合 し 、 該 上 下 被 係 合 部 に 対 し て 該 上 下 係 合 部 の
係 合 位 置 を 変 更 す る こ と に よ り 、 前 記 上 下 方 向 に 前 記 タ ン ク 部 の 位 置 調 節 が 行 わ れ る

４
前 記 上 下 被 係 合 部 は 、 前 記 上 下 方 向 で 所 定 の 範 囲 に 亘 っ て 形 成 さ れ た 上 下 係 合 案 内 溝 を

含 み 、
　 前 記 上 下 係 合 部 は 、 前 記 上 下 係 合 案 内 溝 に 係 合 す る 上 下 係 合 案 内 爪 を 含 む

５
前 記 上 下 係 合 案 内 溝 は 、 複 数 の 幅 広 溝 と 幅 狭 溝 が 立 面 視 で 交 互 に 連 設 さ れ た 形 状 に 形 成

さ れ て な り 、
　 前 記 上 下 係 合 案 内 爪 は 、 前 記 幅 広 溝 に 係 合 す る 形 状 に 形 成 さ れ て な る

１ ～ ６ の い ず れ か １ つ
前 記 支 持 土 台 の 上 面 に 前 記 左 右 方 向 に 亘 っ て 左 右 被 係 合 部 が 設 け ら れ 、 前 記 外 部 支 持 脚

の 下 部 に 左 右 係 合 部 が 設 け ら れ 、
　 前 記 左 右 被 係 合 部 に 前 記 左 右 係 合 部 が 係 合 し 、 該 左 右 被 係 合 部 に 対 し て 該 左 右 係 合 部 の
係 合 位 置 を 変 更 す る こ と に よ り 、 前 記 左 右 方 向 に 前 記 タ ン ク 部 の 位 置 調 節 が 行 わ れ る

７
前 記 左 右 被 係 合 部 は 、 前 記 左 右 方 向 で 所 定 の 範 囲 に 亘 っ て 形 成 さ れ た 左 右 案 内 溝 を 含 み

、
　 前 記 左 右 係 合 部 は 、 前 記 左 右 案 内 溝 に 係 合 す る 左 右 案 内 爪 を 含 む

７ 又 は ８
前 記 左 右 被 係 合 部 は 、 前 記 左 右 方 向 に 亘 っ て 間 欠 状 に 突 設 さ れ た 複 数 の 嵌 合 凸 部 を 含 み

、
　 前 記 左 右 係 合 部 は 、 前 記 嵌 合 凸 部 に 嵌 合 す る 嵌 合 凹 部 を 含 む

９

と 、 内
部 支 持 脚 と 、 該 内 部 支 持 脚 に 外 嵌 さ れ る 外 部 支 持 脚 と か ら な り 、 前 記 タ ン ク 部 を 支 持 す る



こ と を 特 徴 と す る 玉
タ ン ク 装 置 で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 に 記 載 し た 玉 タ ン ク 装 置 で あ っ て 、

こ と を 特 徴 と す る 玉 タ ン ク 装 置 で あ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 に 記 載 し た 玉 タ ン ク 装 置 で あ っ て 、

こ と を 特 徴 と す る 玉 タ ン ク 装 置 で あ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 請 求 項 ４ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 に 記 載 し た 玉 タ ン ク 装 置 で
あ っ て 、

こ と を 特 徴 と す る 玉 タ ン ク 装 置 で あ る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 請 求 項 ５ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 に 記 載 し た 玉 タ ン ク 装 置 で あ っ て 、

こ と を 特 徴 と す る 玉 タ
ン ク 装 置 で あ る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
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支 持 脚 と 、 前 記 支 持 脚 を 支 持 す る 支 持 土 台 と 、 を 備 え 、 前 記 外 部 支 持 脚 に 対 し て 前 記 内 部
支 持 脚 を 移 動 す る こ と に よ り 、 上 下 方 向 に 前 記 タ ン ク 部 の 位 置 調 節 が 行 わ れ 、 前 記 支 持 土
台 に 対 し て 前 記 支 持 脚 を 移 動 す る こ と に よ り 、 左 右 方 向 に 前 記 タ ン ク 部 の 位 置 調 節 が 行 わ
れ 、 前 記 支 持 脚 の 左 右 方 向 幅 が 前 記 タ ン ク 部 の 左 右 方 向 幅 よ り も 狭 く 、 か つ 該 支 持 脚 の 前
後 方 向 幅 が 前 記 タ ン ク 部 の 前 後 方 向 幅 よ り も 狭 く 構 成 さ れ 、 前 記 タ ン ク 部 の 下 面 の 前 後 方
向 に 所 定 の 範 囲 に 亘 っ て 形 成 さ れ た 前 後 案 内 溝 を 含 む 前 後 被 係 合 部 が 設 け ら れ 、 前 記 支 持
脚 の 上 部 に 前 記 前 後 案 内 溝 に 係 合 す る 前 後 案 内 爪 を 含 む 前 後 係 合 部 が 設 け ら れ 、 前 記 前 後
被 係 合 部 に 前 記 前 後 係 合 部 が 係 合 し 、 該 前 後 被 係 合 部 に 対 し て 該 前 後 係 合 部 の 係 合 位 置 を
変 更 す る こ と に よ り 、 前 後 方 向 に 前 記 タ ン ク 部 の 位 置 調 節 が 行 わ れ る

１ 前 記 前 後 被
係 合 部 は 、 前 記 前 後 方 向 に 亘 っ て 延 設 さ れ た 鋸 歯 状 の ラ ッ ク を 含 み 、 前 記 前 後 係 合 部 は 、
前 記 ラ ッ ク に 係 合 す る 係 合 爪 を 含 む

２ 前 記 ラ ッ ク
の 歯 は 、 等 辺 山 形 状 に 形 成 さ れ て な る

１ ～ ３ の い ず れ か １ つ
前 記 外 部 支 持 脚 の 側 部 に 前 記 上 下 方 向 に 亘 っ て 上 下 被 係 合 部 が 設 け ら れ 、 前 記 内

部 支 持 脚 の 側 部 に 上 下 係 合 部 が 設 け ら れ 、 前 記 上 下 被 係 合 部 に 前 記 上 下 係 合 部 が 係 合 し 、
該 上 下 被 係 合 部 に 対 し て 該 上 下 係 合 部 の 係 合 位 置 を 変 更 す る こ と に よ り 、 前 記 上 下 方 向 に
前 記 タ ン ク 部 の 位 置 調 節 が 行 わ れ る

４ 前 記 上 下 被
係 合 部 は 、 前 記 上 下 方 向 で 所 定 の 範 囲 に 亘 っ て 形 成 さ れ た 上 下 係 合 案 内 溝 を 含 み 、 前 記 上
下 係 合 部 は 、 前 記 上 下 係 合 案 内 溝 に 係 合 す る 上 下 係 合 案 内 爪 を 含 む



【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 請 求 項 ６ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 に 記 載 し た 玉 タ ン ク 装 置 で あ っ て 、

こ と を 特 徴 と す る 玉
タ ン ク 装 置 で あ る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 請 求 項 ７ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 に 記 載 し た 玉 タ ン ク 装 置 で
あ っ て 、

こ と を 特 徴 と す る 玉 タ ン ク 装 置 で あ る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 請 求 項 ８ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 に 記 載 し た 玉 タ ン ク 装 置 で あ っ て 、

こ と を 特 徴 と す る 玉 タ ン ク 装 置 で あ
る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 請 求 項 ９ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 に 記 載 し た 玉 タ ン ク 装 置 で あ っ て 、

こ と を 特 徴 と す る 玉 タ ン ク 装 置 で
あ る 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】

【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
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５ 前 記 上 下 係
合 案 内 溝 は 、 複 数 の 幅 広 溝 と 幅 狭 溝 が 立 面 視 で 交 互 に 連 設 さ れ た 形 状 に 形 成 さ れ て な り 、
前 記 上 下 係 合 案 内 爪 は 、 前 記 幅 広 溝 に 係 合 す る 形 状 に 形 成 さ れ て な る

１ ～ ６ の い ず れ か １ つ
前 記 支 持 土 台 の 上 面 に 前 記 左 右 方 向 に 亘 っ て 左 右 被 係 合 部 が 設 け ら れ 、 前 記 外 部

支 持 脚 の 下 部 に 左 右 係 合 部 が 設 け ら れ 、 前 記 左 右 被 係 合 部 に 前 記 左 右 係 合 部 が 係 合 し 、 該
左 右 被 係 合 部 に 対 し て 該 左 右 係 合 部 の 係 合 位 置 を 変 更 す る こ と に よ り 、 前 記 左 右 方 向 に 前
記 タ ン ク 部 の 位 置 調 節 が 行 わ れ る

７ 前 記 左 右 被
係 合 部 は 、 前 記 左 右 方 向 で 所 定 の 範 囲 に 亘 っ て 形 成 さ れ た 左 右 案 内 溝 を 含 み 、 前 記 左 右 係
合 部 は 、 前 記 左 右 案 内 溝 に 係 合 す る 左 右 案 内 爪 を 含 む

７ 又 は ８ 前 記
左 右 被 係 合 部 は 、 前 記 左 右 方 向 に 亘 っ て 間 欠 状 に 突 設 さ れ た 複 数 の 嵌 合 凸 部 を 含 み 、 前 記
左 右 係 合 部 は 、 前 記 嵌 合 凸 部 に 嵌 合 す る 嵌 合 凹 部 を 含 む



【 手 続 補 正 １ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】

【 手 続 補 正 １ ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 さ ら に 、 請 求 項 に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ ～ の い ず れ か １ つ に 記 載 し た 玉 タ ン ク 装
置 で あ っ て 、 前 記 タ ン ク 部 に 連 通 す る よ う に 設 け ら れ 、 該 タ ン ク 部 に 受 け 入 れ ら れ た 前 記
排 出 玉 を 該 排 出 玉 の 数 を 計 数 す る 玉 計 数 機 に 向 け て 返 却 す る 返 却 路 と 、 前 記 返 却 路 の 内 部
に 出 退 す る よ う に 設 け ら れ 、 前 記 タ ン ク 部 か ら 返 却 さ れ る 前 記 排 出 玉 を 一 列 に 整 列 す る 整
列 手 段 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 玉 タ ン ク 装 置 で あ る 。
【 手 続 補 正 １ ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 【 ０ ０ ７ ４ 】
　 【 発 明 の 効 果 】
　 ま ず 、 請 求 項 １ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 定 型 の タ ン ク 部 自 体 を 左 右 方 向 ， 上 下 方 向 ， 及 び
前 後 方 向 の 三 方 向 に 移 動 す る

と い う 効 果 を 奏 す る
。
【 手 続 補 正 １ ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 に 係 る 発 明 の 効 果 に 加 え て 、

と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 手 続 補 正 １ ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 ま た 、 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 に 係 る 発 明 の 効 果 に 加 え て 、

い う 効 果 を 奏 す る 。
【 手 続 補 正 １ ８ 】
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１ ０ ９

玉 タ ン ク 装 置 に お い て 、 タ ン ク 部 の 下 面 に 形 成 さ れ た 前 後 案
内 溝 の 内 部 を 、 前 記 タ ン ク 部 よ り も 左 右 方 向 幅 お よ び 前 後 方 向 幅 が 狭 く 構 成 さ れ た 支 持 脚
の 上 部 に 設 け ら れ た 前 後 案 内 爪 が 摺 動 し な が ら タ ン ク 部 が 移 動 す る の で 、 所 定 の 範 囲 内 で
、 他 の 方 向 に ぶ れ る こ と な く 、 前 後 方 向 に タ ン ク 部 を 位 置 調 節 で き る

１ タ ン ク 部 に
延 設 さ れ た 鋸 歯 状 の ラ ッ ク に 、 係 合 爪 が 係 合 し な が ら タ ン ク 部 が 移 動 す る の で 、 段 階 的 に
、 前 後 方 向 に タ ン ク 部 を 位 置 調 節 で き る

２ ラ ッ ク の 歯
が 等 辺 山 形 状 に 形 成 さ れ て な る の で 、 前 後 い ず れ の 方 向 に も 容 易 に タ ン ク 部 を 位 置 調 節 で
き る



【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 ま た 、 請 求 項 ４ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 に 係 る 発 明 の 効 果 に
加 え て 、

と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 手 続 補 正 １ ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 ま た 、 請 求 項 ５ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 に 係 る 発 明 の 効 果 に 加 え て 、

と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 手 続 補 正 ２ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 ま た 、 請 求 項 ６ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 に 係 る 発 明 の 効 果 に 加 え て 、

と い
う 効 果 を 奏 す る 。
【 手 続 補 正 ２ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 ま た 、 請 求 項 ７ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 に 係 る 発 明 の 効 果 に
加 え て 、

と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 手 続 補 正 ２ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ １ 】
　 ま た 、 請 求 項 ８ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 に 係 る 発 明 の 効 果 に 加 え て 、

と い
う 効 果 を 奏 す る 。
【 手 続 補 正 ２ ３ 】
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１ ～ ３ の い ず れ か １ つ
上 下 被 係 合 部 に 対 し て 上 下 係 合 部 の 係 合 位 置 を 変 更 す る こ と に よ り 、 上 下 方 向 に

タ ン ク 部 の 位 置 調 節 が 行 わ れ る の で 、 上 下 方 向 を 独 立 し て 容 易 に 位 置 調 節 で き 、 メ ン テ ナ
ン ス や 部 品 交 換 を 容 易 に 行 う こ と が で き る

４ 外 部 支 持 脚
に 形 成 さ れ た 上 下 係 合 案 内 溝 の 内 部 を 、 上 下 係 合 案 内 爪 が 摺 動 し な が ら 内 部 支 持 脚 が 移 動
す る の で 、 所 定 の 範 囲 内 で 、 他 の 方 向 に ぶ れ る こ と な く 、 上 下 方 向 に タ ン ク 部 を 位 置 調 節
で き る

５ 突 出 状 態 に
あ る 上 下 係 合 案 内 爪 の 幅 広 部 が 上 下 係 合 案 内 溝 の 幅 広 溝 に 係 合 す る こ と に よ り 、 内 部 支 持
脚 が 外 部 支 持 脚 に 固 定 さ れ る の で 、 段 階 的 に 、 上 下 方 向 に タ ン ク 部 を 位 置 調 節 で き る

１ ～ ６ の い ず れ か １ つ
左 右 被 係 合 部 に 対 し て 左 右 係 合 部 の 係 合 位 置 を 変 更 す る こ と に よ り 、 左 右 方 向 に

タ ン ク 部 の 位 置 調 節 が 行 わ れ る の で 、 左 右 方 向 を 独 立 し て 容 易 に 位 置 調 節 で き 、 メ ン テ ナ
ン ス や 部 品 交 換 を 容 易 に 行 う こ と が で き る

７ 支 持 土 台 に
形 成 さ れ た 左 右 案 内 溝 の 内 部 を 、 左 右 案 内 爪 が 摺 動 し な が ら 外 部 支 持 脚 が 移 動 す る の で 、
所 定 の 範 囲 内 で 、 他 の 方 向 に ぶ れ る こ と な く 、 左 右 方 向 に タ ン ク 部 を 位 置 調 節 で き る



【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 ま た 、 請 求 項 ９ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 に 係 る 発 明 の 効 果 に 加 え て 、

と い う 効 果 を 奏 す る
。
【 手 続 補 正 ２ ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ３
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】

【 手 続 補 正 ２ ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ４
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】

【 手 続 補 正 ２ ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ５
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】

【 手 続 補 正 ２ ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 さ ら に 、 請 求 項 に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 １ ～ の い ず れ か １ つ に 係 る 発 明 の 効
果 に 加 え て 、 整 列 手 段 に よ り 排 出 玉 が 一 列 に 整 列 さ れ る の で 、 排 出 玉 の 数 を 確 実 に 計 数 で
き る と い う 効 果 を 奏 す る 。
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７ 又 は ８ 嵌 合
凹 部 が 間 欠 状 に 突 設 さ れ た 複 数 の 嵌 合 凸 部 に 嵌 合 す る こ と に よ り 、 外 部 支 持 脚 が 支 持 土 台
に 固 定 さ れ る の で 、 段 階 的 に 、 左 右 方 向 に タ ン ク 部 を 位 置 調 節 で き る

１ ０ ９
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